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令和７年度
愛 媛 県 県 立 高 等 学 校 入 学 者 募 集 要 項

　この募集要項は、愛媛県県立高等学校を目指す皆さんに、入学者選抜に関する主な情報をお知
らせするものです。入学者選抜に関する詳細については、各中学校に配付している「令和７年度
愛媛県県立高等学校入学者選抜実施要項」で確認してください。実施要項は、ホームページでも
見ることができます。
（参考　https://ehime-c.esnet.ed.jp/koukou/nyuusi/r07nyuusi/nyuusi.html）

第１　募　　集
　１　令和７年度愛媛県県立高等学校の第１学年の募集定員は、別表１のとおりです。

　２�　令和７年度入学者の選抜において、普通科とのくくり募集（二つ以上の学科を一括して募
集すること）を行う学校は、次のとおりです。

　３�　通学区域は、愛媛県県立高等学校の通学区域に関する規則で定められています。なお、次
の学校・学科では、通学区域によらないことができる募集定員の枠を拡大して、全国から志
願者を募集（全国募集）します。

第２　一般入学者選抜
　１　実施学科
　　　令和７年度入学者の募集を行う全日制課程、定時制課程の全ての学科で実施します。

　２　募集人員
　　�　一般入学の募集人員は、全日制では、募集定員からその学科の特色入学確約者数を差し引
いた数とし、定時制では、その学科の募集定員とします。

　　　なお、くくり募集をする学科では、その募集の単位を一つの学科とみなします。

　３　出　　願
　 （1）　出願資格
　　　　入学を志願できる者は、次のいずれかに当てはまる者です。
　　　ア�　令和７年３月末日までに中学校やこれに準じる学校（以下「中学校等」という。）を卒

業する見込みの者または中等教育学校の前期課程を修了する見込みの者。ただし、愛媛
県県立中等教育学校の前期課程から後期課程へ令和７年度に進級する意思を示した者を

学　　校　　名 学　　科　　名
（大）　学　科 （小）　学　科

宇 和 島 東 高 等 学 校 理数科・普通科

学　　校　　名 学　　科　　名
（大）　学　科 （小）　学　科

川 之 江 高 等 学 校 普 通 科
今治西高等学校伯方分校 普 通 科
今治北高等学校大三島分校 普 通 科
弓 削 高 等 学 校 普 通 科
松山南高等学校砥部分校 工 業 科 デザイン科
松山北高等学校中島分校 普 通 科

上 浮 穴 高 等 学 校 普 通 科
農 業 科 森林環境科

長 浜 高 等 学 校 普 通 科
内 子 高 等 学 校 小 田 分 校 普 通 科
三 崎 高 等 学 校 その他普通科 社会共創科

野 村 高 等 学 校 普 通 科
農 業 科 畜 産 科

北 宇 和 高 等 学 校 普 通 科
農 業 科 生産食品科
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除きます。
　　　イ　中学校等を卒業した者または中等教育学校の前期課程を修了した者
　　　ウ�　中学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者（学校教育法施行規則第

95条の規定による。）
　 （2）　出願期間
　　　　令和７年２月10日（月）午前９時～２月17日（月）正午
　　　�　受付時間は、平日の午前９時から午後４時まで（２月17日（月）は正午まで）です。郵

便等を使って出願する場合も、同期間内に必着のこととします。
　 （3）　出願制限
　　　ア�　二つ以上の公立高等学校（他の都道府県の公立高等学校を含む。）または課程に出願す

ることはできません。
　　　イ　入学志願者は、次の場合を除いては、二つ以上の学科に出願することはできません。
　　　　ア�　同じ学校における同じ課程の農業、工業、商業、水産に関する各学科に属する二つ

の小学科を志望する場合で、それらの小学科のうち一つの小学科を第２志望とすると
き。

　　　　イ�　理数科または国際文理科に出願する場合で、その県立高等学校の普通科を第２志望
とするとき。

　 （4）　出願手続
　　　ア　入学志願者の皆さんへ（全員）
　　　　�　入学願書に入学選考料（全日制の課程2,200円、定時制の課程950円）に当たる愛媛県

収入証紙を貼り付け、受検票を添え、中学校等や中等教育学校の校長（以下「中学校長」
という。）を通じて、志願先の高等学校長に提出してください。

　　　イ　県外からの入学を希望する皆さんへ
　　　　�　アの入学願書、受検票に「愛媛県県立高等学校入学志願理由書」（以下「入学志願理由

書」という。）を添えて志願先の高等学校長に提出してください。ただし、志願変更期間
（（5）に掲げる期間をいう。）中に、保護者の転勤によって県外から出願する場合は、入学
志願理由書の代わりに、「保護者の転勤に伴う入学志願許可申請書」を志願先の高等学校
長に提出してください。

　　　ウ　特別措置を希望する皆さんへ
　　　　�　令和７年１月10日（金）までに、中学校長を通じて、「学力検査に関する特別措置願」

を志願先の高等学校長に提出してください。過去には、別室受検、問題用紙の拡大、検
査時間の延長などの特別な措置をした例があります。特別な措置を希望する場合は、余
裕を持って中学校長に相談しておいてください。

　　　エ　１年間に30日以上の欠席があり、その理由の説明を希望する皆さんへ
　　　　�　欠席の理由などを記載した「自己申告書」を入学願書に添えて、志願先の高等学校長

に提出することができます。自己申告書は、きちんと封をしておいてください。自己申
告書については、書かれている内容によって不利になることのないよう、入学志願者を
理解するための補助資料として扱います。また、学校への復帰を前提に公的機関等で相談・
指導を受けたことのある場合は、１年間の欠席が30日未満であっても自己申告書を提出
することができます。

　　　オ　海外帰国生徒等（イに掲げる者をいう。以下同じ。）としての扱いを希望する皆さんへ
　　　　ア�　令和７年１月10日（金）までに、中学校長を通じて、「海外帰国生徒等取扱措置願」

を志願先の高等学校長に提出してください。ただし、やむを得ない事情で、期限内に
提出ができない場合は、その事情を記した事由書を添えて提出してください。

　　　　イ�　海外帰国生徒等とは、保護者とともに県内に住んでいる者または入学の日までに県
内に住む予定の者で、帰国後または入国後の期間（帰国または入国した日から令和７
年２月９日までの期間をいう。）が５年以内であり、さらに、外国に住んでいた期間が
１年以上である者をいいます。ただし、保護者が引き続き海外に住む場合は、身元引
受人を保護者とみなします。

　　　　ウ�　「海外帰国生徒等取扱措置願」を提出し、認められた入学志願者については、その高
等学校の教育を受けるに足る能力、適性等を総合的に判定して入学者を選抜します。

　 （5）　志願変更
　　　　令和７年２月18日（火）午前９時～２月25日（火）正午
　　　�　上の期間に、どの学校、どの課程、どの学科へでも、１回だけ志願変更をすることがで

きます。志願変更の受付時間は、平日の午前９時から午後４時まで（２月25日（火）は正
午まで）です。
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　４　学力検査等
　 （1）　学力検査
　　　　入学志願者全員に対して、以下のとおり、学力検査を行います。
　　　ア　検査教科
　　　　ア�　全日制の課程
　　　　　　国語（作文を含む。）、社会、数学、理科、英語の５教科です。
　　　　イ�　定時制の課程
　　　　　�　国語（作文を含む。）は全員が受検します。また、社会、数学、理科、英語の４教科

のうちから入学志願者が選んだ２教科を受検します。合計３教科です。
　　　イ　検査当日の持参品
　　　　ア�　当日の持参品は、次のとおりです。
　　　　　�　受検票、鉛筆（シャープペンシルも可）、鉛筆削り、消しゴム、コンパス、定規（分

度器兼用のものを除く。）、下敷き（無地）、弁当
　　　　イ�　上記以外のもの（分度器、計算・翻訳・通信等の機能をもった物品等）の検査場へ

の持込みは、禁止します。
　 （2）　実技テスト
　　　�　今治工業高等学校繊維デザイン科（その学科を第２志望とする者を含む。）、松山南高等

学校砥部分校デザイン科の入学志願者に対して、実技テストを行います。持参品は、受検票、
黒鉛筆（２Ｂ及びＨＢ）、鉛筆削り、消しゴムです。

　 （3）　面　　接
　　　　入学志願者全員に対して、面接を行います。
　 （4）　期日及び日程

　 （5）　検 査 場
　　　　検査場は、志願先の高等学校（本校または分校）です。
　 （6）　受検に当たっての留意事項
　　　ア�　学力検査については、原則として、検査開始５分前までに、指示された検査場に入室

してください。検査開始の時刻までに入室しない者は、その時間の学力検査を受検でき
ません。

　　　イ�　実技テスト、面接については、検査開始５分前までに、指示された検査場または控室
に入室してください。実技テスト、面接の開始時刻までに入室しない者は、原則として
その時間の実技テスト、面接を受検できません。

　　　ウ�　定時制の課程の入学志願者のうち、第２日目が面接のみの者は、面接開始30分前まで
に面接控室に入室してください。

　５　入学者の選抜方法
　 （1）�　高等学校長は、中学校長から提出された調査書、学力検査の成績、面接、実技テストの

結果を資料とし、その高等学校、学科等の特色を踏まえて、その学校における教育を受け
るに足る能力、適性等を総合的に判定して入学者を選抜します。なお、調査書の記載内容
については、新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツ・文化関係の大会、行事
等が中止等となった可能性があることから、表彰を受けた行為や活動等だけではなく、平
素の熱心な活動についても、記載することとしています。

期　　日 時　　　　　間 教　　　　科　　　　等

令和７年
３月６日（木）

9：00　～　 9：30 点呼・受検上の注意
9：45　～　10：30 国　　　語
10：50　～　11：15 　　　国　　　語（作文）
11：35　～　12：25 理　　　科
12：25　～　13：20 （昼　　　食）
13：25　～　14：15 社　　　会

令和７年
３月７日（金）

9：00　～　 9：30 点呼・受検上の注意
9：45　～　10：35 数　　　学
10：55　～　11：55 英　　　語
11：55　～　12：55 （昼　　　食）

13：05　～　
面　　　接

（実技テストを行う学科にあっては、
 実技テスト（30分）終了後に面接）
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　 （2）　合格者の決定は、次の方法で行います。
　　　ア　全日制の課程
　　　　ア�　学力検査の成績は、各教科50点満点とし、合計250点満点とします。ただし、次の表

の学科では、傾斜配点を実施します。この場合、理数科では数学と理科の得点を、総
合学科では５教科の中で得点が高い２教科の得点を1.5倍して、それぞれ75点満点とし、
検査を実施する５教科の合計を300点満点とします。

　　　　イ�　調査書点（調査書の各教科の学習の記録の第１学年から第３学年までの評定の合計
をいう。）は、135点満点とします。

　　　　ウ�　調査書の各教科の学習の記録以外の記録、面接、実技テストの評価方法等については、
高等学校長が定めます。

　　　　エ�　次の第１選抜、第２選抜の順に選抜し、合格者を決定します。ただし、入学志願者
数が募集人員を下回っている場合は、ａ、ｂの中の「募集人員」を「入学志願者数」
と置き換えて考えることとします。

　　　　　ａ　第１選抜
　　　　　　�　調査書点の高い順から、募集人員の90％程度以内に相当する人数の入学志願者を

選定した上で、調査書の記録や面接、実技テストの結果が良好な者を対象にして、
学力検査の成績の上位順に、募集人員の70％程度に当たる合格者を選抜します。こ
のとき、農業、工業、商業、水産に関する各学科、理数科、国際文理科においては、
その学科を第１志望とする者を対象とします。

　　　　　ｂ　第２選抜
　　　　　　�　第１選抜で選抜されなかった全ての入学志願者を対象に、「学力検査の成績に基づ

く得点（Ａ）」のほか、「調査書点に基づく得点（Ｂ）」、「調査書の各教科の学習の記
録以外の記録、面接等の評価に基づく得点（Ｃ）」を用いて、募集人員の30％程度の
合格者を選抜します。このとき、農業、工業、商業、水産に関する各学科、理数科
や国際文理科を置く高等学校の普通科においては、その学科を第２志望とする者も
対象にします。

　　　　　　�　Ａ、Ｂ、Ｃの合計は500点満点とします。また、令和７年度の各高等学校のＡ、Ｂ、
Ｃの満点の比率は、別表２のとおりです。

　　　　　　�　なお、学力検査の成績、調査書の記録または面接、実技テストの結果のいずれか
により成業の見込みがないと判断した場合には、合格者としません。

　　　　　　�　具体的な得点の算出方法は、実施要項を参考にしてください。

　　　　　　　〈例〉募集人員が200名の場合
　　　　　　　○第１選抜
　　　　　　　　�　調査書点の高い順から募集人員の90％に当たる180名程度を選び、その中か

ら、調査書の記録や面接、実技テストの結果が良好な者を対象にして、募集
人員の70％に当たる140名程度を、学力検査の成績上位順に合格者とします。

　　　　　　　○第２選抜
　　　　　　　　�　第１選抜で合格しなかった全ての者を対象に、「学力検査の成績に基づく得

点」「調査書点に基づく得点」「調査書の各教科の学習の記録以外の記録、面
接等の評価に基づく得点」を用いて、募集人員の30％に当たる残りの60名程
度を選抜し、合格者とします。

　　　イ　定時制の課程
　　　　ア�　学力検査の成績は、各教科50点満点とし、合計150点満点とします。調査書点は、

135点満点とします。
　　　　イ�　合格者の決定方法は、全日制の課程に準じます。ただし、高等学校長の判断により、

第１選抜を行わず、第２選抜の方法のみによって全ての合格者を決定することがあり
ます。

　６　合格者の発表
　　　令和７年３月18日（火）午前10時
　　�　その高等学校で、受検番号を掲示して行います。また、愛媛県教育委員会が指定するウェ
ブページにも、受検番号を掲載します。

学　科　名 学　　　　　校　　　　名
理　数　科 松山南高等学校
総 合 学 科 新居浜南高等学校、北条高等学校、川之石高等学校
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　７　学力検査の得点等の郵便等または口頭による開示請求
　　�　学力検査の得点等の郵便等または口頭による開示請求をすることができる期間は、令和７
年３月18日（火）から１か月間です。なお、郵便等による開示請求をするときは、当該期間
の消印があれば期間内に開示請求があったものとみなします。

　　�　郵便等による開示請求をするときは、試験等成績開示請求書に必要事項を記入の上、入学
志願者本人が本人であることを確認できる顔写真付きの書類（受検票等）の写しと返信用封
筒（宛先を明記し簡易書留郵便料金相当分の切手を貼り付けたもの）を同封し、志願先の高
等学校に送付してください。口頭による開示請求をするときは、入学志願者本人が本人であ
ることを確認できる顔写真付きの書類（受検票等）を持参の上、平日の午前９時（３月18日
（火）は、午前10時）から午後５時（夜間定時制課程は午後９時）までの間に、志願先の高等
学校に請求してください。

　　　開示内容は、調査書点、学力検査の教科別得点、学力検査の合計得点です。

第３　追検査

　１　追検査の実施
　　�　高等学校長は、入学志願者が、病気その他やむを得ない事情により、一般入学者選抜の学
力検査等の全部または一部を欠席した場合において、追検査を実施します。

　２　受検手続
　 （1）�　入学志願者が、病気その他やむを得ない事情により、一般入学者選抜の学力検査等の全

部または一部を欠席した場合において、追検査の受検を希望するときは、令和７年３月10
日（月）正午までに、中学校長を通じて、追検査受検願を志願先の高等学校長に提出して
ください。その際、追検査受検願に、病気その他やむを得ない事情であることを証明する
書類（医師の診断書、中学校長の副申書など）を添えてください。

　 （2）�　追検査受検願の提出があった場合は、高等学校長が、中学校長を通じて、追検査受検願
を提出した者に対して、追検査の受検の可否を通知します。

　３　学力検査等
　　�　追検査の受検を認められた受検者に対して行う学力検査、面接、実技テストについては、
一般入学者選抜に準じます。ただし、一般入学者選抜の学力検査等の一部を欠席した場合は、
該当の検査教科の学力検査、面接、実技テストに限り、追検査を行います。

　 （1）　期日及び日程

　 （2）�　検 査 場
　　　　検査場は、志願先の高等学校（本校または分校）です。

　４　入学者の選抜方法
　　��　一般入学者選抜に準じます。ただし、追検査の検査教科の学力検査の成績、面接、実技テ
ストの結果は、それぞれ一般入学者選抜の該当する検査教科の学力検査の成績、面接、実技
テストの結果とみなします。

期　　日 時　　　　　間 教　　　　科　　　　等

令和７年
３月13日（木）

9：00　～　 9：15 点呼・受検上の注意
9：30　～　10：00 国　　　語
10：10　～　10：35 　　　国　　　語（作文）
10：45　～　11：15 理　　　科
11：25　～　11：55 社　　　会
11：55　～　12：50 （昼　　　食）
12：50　～　13：20 数　　　学
13：30　～　14：00 英　　　語

14：10　～　
面　　　接

（実技テストを行う学科にあっては、
 実技テスト（30分）終了後に面接）
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　５　合格者の発表
　　　令和７年３月18日（火）午前10時
　　�　その高等学校で、受検番号を掲示して行います。また、愛媛県教育委員会が指定するウェ

ブページにも、受検番号を掲載します。

　６　学力検査の得点等の郵便等または口頭による開示請求
　　　一般入学者選抜と同じです。

第４　特色入学者選抜

　１　実施学科
　　　令和７年度入学者の募集を行う全日制課程の全ての学科について実施します。

　２　募集人員
　　�　特色入学の募集人員は、普通科、その他普通科、理数科、国際文理科、普通科とのくくり
募集をする学科では、募集定員の30％程度を上限として、職業教育を主とする学科、体育科、
総合学科では、募集定員の50％程度を上限として、高等学校長が定めます。くくり募集をす
る学科では、その募集の単位を一つの学科とみなします。令和７年度愛媛県県立高等学校入
学者選抜における各高等学校の特色入学の募集人員の募集定員に対する比率は、別表３のと
おりです。

　　�　また、全国募集を実施する学科では、別に枠を設けて、県外の中学校等を卒業する見込み
の者もしくは卒業した者、または県外の中等教育学校の前期課程を修了する見込みの者もし
くは修了した者を対象に募集します。

　３　出　　願
　 （1）　出願資格
　　　ア�　特色入学を志願できる者は、県内の中学校等を卒業した者もしくは県内の中等教育学

校の前期課程を修了した者、または、令和７年３月末日までにこれらの学校を卒業もし
くは修了する見込みの者で、高等学校長がその高等学校の学科ごとに定める出願資格に
当てはまる者です。ただし、愛媛県県立中等教育学校の前期課程から後期課程へ令和７
年度に進級する意思を示した者を除きます。また、全国募集を実施する学科には、県外
の中学校等を卒業した者もしくは県外の中等教育学校の前期課程を修了した者、または、
令和７年３月末日までにこれらの学校を卒業もしくは修了する見込みの者も出願できま
す。

　　　イ�　出願資格の詳細については、高等学校長が、その高等学校の教育目標、学科の特色、
地域性等を十分考慮して定めます。

　 （2）　出願期間
　　　　令和７年１月14日（火）午前９時～１月21日（火）正午
　　　�　受付時間は、平日の午前９時から午後４時まで（１月21日（火）は正午まで）です。郵

便等を使って出願する場合も、同期間内に必着のこととします。
　 （3）　出願制限
　　　�　特色入学志願者は、二つ以上の公立高等学校（他の都道府県の公立高等学校を含む。）ま

たは学科に出願することはできません。
　 （4）　出願手続
　　　ア�　特色入学者選抜に出願する者は、特色入学願書に入学選考料（2,200円）に当たる愛媛

県収入証紙を貼り付け、「特色入学受検票」「自己アピール書」とともに、中学校長に提
出してください。

　　　イ�　受検に当たって特別な措置を希望する特色入学志願者は、令和６年12月19日（木）ま
でに、中学校長を通じて、「学力検査に関する特別措置願」を志願先の高等学校長に提出
してください。特別な措置を希望する場合は、余裕を持って中学校長に相談しておいて
ください。

　　　ウ�　県外の中学校等または県外の中等教育学校から、全国募集を実施する学科の特色入学
者選抜に出願する者は、アにより提出する書類に入学志願理由書を添えて中学校長に提
出してください。
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　４　検査
　 （1）　検査項目
　　　�　特色入学志願者に対して、作文、小論文、面接、集団討論、実技テスト、プレゼンテーショ

ンから、各高等学校が選択した検査項目を行います。
　 （2）　期日及び日程

　 （3）　検 査 場
　　　　検査場は、志願先の高等学校（本校または分校）です。

　５　特色入学者の選抜方法
　　�　高等学校長は、自己アピール書、報告書、各高等学校が定めた検査項目の結果を資料とし、
その高等学校、学科等の特色を踏まえて総合的に判定し、特色入学者を選抜します。

　６　合格内定者の通知
　 （1）　令和７年２月７日（金）午前10時～２月10日（月）正午
　　　�　高等学校長が、選抜の結果を中学校長に通知します。その際、合格内定通知書、入学確

約書の用紙を交付します。
　 （2）　中学校長は、合格内定者に、合格内定通知書、入学確約書の用紙を交付します。
　 （3）�　合格内定通知書の交付を受けた者は、中学校長を通じて、入学確約書を令和７年２月14

日（金）正午までに志願先の高等学校長に提出してください。この期日までに提出がない
場合には、入学の意思がないものとして取り扱います。

　 （4）�　入学確約書を提出した者は、公立高等学校（他の都道府県の公立高等学校を含む。）の全
日制課程の一般入学者選抜に出願してはいけません。出願した場合は、高等学校長は、特
色入学者選抜の合格内定を取り消します。

　７　合格者の発表
　　　令和７年３月18日（火）午前10時
　　�　その高等学校で、受検番号を掲示して行います。また、愛媛県教育委員会が指定するウェ
ブページにも、受検番号を掲載します。

第５　定時制の課程の第２次募集
　１　実施学科
　　�　令和７年３月６日（木）、７日（金）に実施した一般入学者選抜（令和７年３月13日（木）
に実施した追検査を含む。以下「第１次募集」という。）の合格者数が募集定員に満たない定
時制の課程の学科について、第２次募集を実施します。

　２　募集人員
　　�　募集定員から第１次募集における合格者数を差し引いた数を第２次募集の募集人員とし、
令和７年３月18日（火）午前10時に、その高等学校に掲示します。

　３　出　　願
　 （1）　出願資格
　　　　一般入学者選抜と同じです。
　 （2）　出願期間
　　　　令和７年３月19日（水）午前９時～３月25日（火）正午
　　　�　受付時間は、平日の午前９時から午後４時まで（３月25日（火）は正午まで）です。郵

便等を使って出願する場合も、同期間内に必着のこととします。
　 （3）　出願制限及び出願手続
　　　　第１次募集に準じます。
　　　�　受検に当たって特別な措置を希望する入学志願者または海外帰国生徒等としての扱いを

希望する入学志願者は、中学校長を通じて、それぞれ必要な措置願を新たに提出してくだ
さい。

　 （4）　志願変更
　　　　志願変更は、できません。

期　　日 時　　　　　間 検　査　項　目　等
令和７年
１月31日（金）

9：00　～　　　　　　 点呼・受検上の注意
点呼・受検上の注意終了後 各高等学校が定めた検査項目
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　４　学力検査等
　　　第１次募集と同じです。ただし、学力検査、面接の実施期日等は、次のとおりです。

　５　入学者の選抜方法
　　　第１次募集に準じます。

　６　合格者の発表
　　　令和７年３月31日（月）午前10時
　　�　その高等学校で、受検番号を掲示して行います。また、愛媛県教育委員会が指定するウェ

ブページにも、受検番号を掲載します。

　７　学力検査の得点等の郵便等または口頭による開示請求
　　�　第１次募集と同じです。ただし、郵便等または口頭による開示請求をすることができる期
間は、令和７年３月31日（月）から１か月間です。

第６　そ の 他
　１　既に納付した入学選考料は、返還しません。

　２�　出願に関して、虚偽または不正の事実が判明したときは、合格または入学許可を取り消し
ます。

　３�　合格者で、やむを得ない事情があって入学を辞退する者は、入学辞退届に受検票を添えて、
中学校長を通じて、志願先の高等学校長に速やかに提出してください。

期　　日 時　　　　　間 教　　　　科　　　　等

令和７年
３月28日（金）

9：30　～　10：00 点呼・受検上の注意
10：15　～　10：45 国　　　語

11：00　～　12：00 社会・数学・理科・英語
のうち２教科を選択受検

12：00　～　13：00 （昼　　　食）
13：10　～　　　　 面　　　接
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別表１
令和７年度愛媛県県立高等学校募集定員

（全日制）
学　　校　　名 学　科　名 募集定員

川之江 普通 200

三島 普通 240
商業 40

土居 普通 120

新居浜東 普通 200
健康スポーツ 40

新居浜西 普通 280
新居浜南 総合学科 120

新居浜工業

機械 40
電子機械 40
電気 40
情報電子 40
環境化学 40

新居浜商業 商業 120
情報ビジネス 40

西条

普通 200

国際文理 国際 40理数
商業 40

西条農業
食農科学 40
環境工学 40
生活デザイン 40

小松 普通 120
ライフデザイン 40

東予
機械 40
電気システム 40
建設工学 40

丹原 普通 120
園芸科学 40

今治西 本校 普通 280
伯方分校 普通 60

今治南 普通 160
園芸クリエイト 40

今治北 本校
普通 200
商業 40
情報ビジネス 40

大三島分校 普通 40

今治工業

機械造船 40
電気 40
情報技術 40
環境化学 40
繊維デザイン 40

弓削 普通 40
北条 総合学科 120
松山東 普通 360

松山南
本校 普通 320

理数 40
砥部分校 デザイン 80

松山北 本校 普通 360
中島分校 普通 40

松山中央 普通 360

松山工業

機械 40
電子機械 40
電気 40
情報電子 40
工業化学 40
建築 40
土木 40
繊維 40

松山商業

商業 80
流通経済 120
地域ビジネス 40
情報ビジネス 120

東温 普通 240
商業 80

上浮穴 普通 30
森林環境 30

（定時制）
学　　校　　名 学　科　名 募集定員

川之江 普通 40
新居浜西 普通 40
西条 普通 40
今治西 普通 40
松山南 普通 40

松山工業 機械 40
建築 40

松山商業 商業 40
大洲 肱川分校 普通 40
八幡浜 普通 40
宇和島東 普通 40

合　　　計 440

（専攻科）
学　　校　　名 学　科　名 募集定員

宇和島水産
漁業
機関 10

水産増殖 10

（通信制）
学　　校　　名 学　科　名 募集定員

松山東 普通 300程度

学　　校　　名 学　科　名 募集定員

伊予農業

生物工学 40
園芸流通 40
食品化学 40
生活科学 40
環境開発 40
特用林産 40

伊予 普通 200

大洲 普通 120
商業 40

大洲農業 生産科学 40
食品デザイン 40

長浜 普通 60

内子 本校 普通 120
小田分校 普通 60

八幡浜 普通 160
商業 40

八幡浜工業 機械土木工学 40
電気技術 40

川之石 総合学科 120
三崎 社会共創 60

宇和 普通 80
生物工学 40

野村 普通 40
畜産 40

宇和島東
普通 120
理数 40
商業 80

宇和島水産
水産食品 30
水産増殖 30
海洋技術 30

吉田
普通 80
機械建築工学 40
電気電子 40

北宇和 普通 80
生産食品 40

南宇和 普通 80
農業 40

合　　　計 8,590
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別表２

令和７年度愛媛県県立高等学校一般入学者選抜における学力検査の成績に基づく得点A、調査書点に基づく
得点B、調査書の各教科の学習の記録以外の記録、面接・実技テストの評価に基づく得点Cの満点の比率

（全日制課程）

（定時制課程）

学　校　名 学科名
満点の比率 Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれの満点

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

川 之 江 普 通 4 3 3 200 150 150

三 島
普 通 4 3 3 200 150 150

商 業 3 3 4 150 150 200

土 居 普 通 3 3 4 150 150 200

新 居 浜 東
普 通 4 3 3 200 150 150

体 育 3 3 4 150 150 200

新 居 浜 西 普 通 5 3 2 250 150 100

新 居 浜 南 総 合 3 3 4 150 150 200

新 居 浜 工 業 工 業 3 3 4 150 150 200

新 居 浜 商 業 商 業 3 3 4 150 150 200

西 条

普 通 5 3 2 250 150 100

国際文理 6 2 2 300 100 100

商 業 4 3 3 200 150 150

西 条 農 業 農 業 3 3 4 150 150 200

小 松
普 通 3 3 4 150 150 200

家 庭 3 3 4 150 150 200

東 予 工 業 3 3 4 150 150 200

丹 原
普 通 4 3 3 200 150 150

農 業 3 3 4 150 150 200

今治西
本 校 普 通 5 3 2 250 150 100

伯 方 普 通 3 3 4 150 150 200

今 治 南
普 通 3 3 4 150 150 200

農 業 3 3 4 150 150 200

今治北
本 校

普 通 4 3 3 200 150 150

商 業 4 3 3 200 150 150

大三島 普 通 4 2 4 200 100 200

今 治 工 業 工 業 3 3 4 150 150 200

弓 削 普 通 3 3 4 150 150 200

北 条 総 合 3 3 4 150 150 200

松 山 東 普 通 6 2 2 300 100 100

松山南
本 校

普 通 6 2 2 300 100 100

理 数 6 2 2 300 100 100

砥 部 工 業 3 3 4 150 150 200

松山北
本 校 普 通 6 2 2 300 100 100

中 島 普 通 3 3 4 150 150 200

松 山 中 央 普 通 4 3 3 200 150 150

松 山 工 業 工 業 4 3 3 200 150 150

松 山 商 業 商 業 4 3 3 200 150 150

東 温
普 通 3 3 4 150 150 200

商 業 3 3 4 150 150 200

上 浮 穴
普 通 3 3 4 150 150 200

農 業 3 3 4 150 150 200

学　校　名 学科名
満点の比率 Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれの満点

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

伊 予 農 業 農 業 3 3 4 150 150 200

伊 予 普 通 4 3 3 200 150 150

大 洲
普 通 4 3 3 200 150 150

商 業 3 3 4 150 150 200

大 洲 農 業 農 業 3 3 4 150 150 200

長 浜 普 通 3 3 4 150 150 200

内 子
本 校 普 通 4 3 3 200 150 150

小 田 普 通 3 3 4 150 150 200

八 幡 浜
普 通 4 3 3 200 150 150

商 業 4 3 3 200 150 150

八 幡 浜 工 業 工 業 3 3 4 150 150 200

川 之 石 総 合 3 3 4 150 150 200

三 崎 そ の 他
普 通 4 3 3 200 150 150

宇 和
普 通 4 3 3 200 150 150

農 業 3 3 4 150 150 200

野 村
普 通 4 3 3 200 150 150

農 業 3 3 4 150 150 200

宇 和 島 東
理 ・ 普 4 3 3 200 150 150

商 業 3 3 4 150 150 200

宇 和 島 水 産 水 産 3 3 4 150 150 200

吉 田
普 通 4 3 3 200 150 150

工 業 3 3 4 150 150 200

北 宇 和
普 通 4 3 3 200 150 150

農 業 3 3 4 150 150 200

南 宇 和
普 通 4 3 3 200 150 150

農 業 3 3 4 150 150 200

学　校　名 学科名
満点の比率 Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれの満点

Ａ Ｂ Ｃ Ａ Ｂ Ｃ

川 之 江 普 通 3 3 4 150 150 200

新 居 浜 西 普 通 3 3 4 150 150 200

西 条 普 通 3 3 4 150 150 200

今 治 西 普 通 3 3 4 150 150 200

松 山 南 普 通 3 3 4 150 150 200

松 山 工 業 工 業 3 3 4 150 150 200

松 山 商 業 商 業 3 3 4 150 150 200

大 洲（ 肱 川 ） 普 通 3 3 4 150 150 200

八 幡 浜 普 通 3 3 4 150 150 200

宇 和 島 東 普 通 3 3 4 150 150 200

※１　三崎の「その他普通」とは、社会共創科のことを指す。
※２　宇和島東の「理・普」とは、理数科と普通科のくくり募集のことを指す。
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別表３

令和７年度愛媛県県立高等学校特色入学者選抜における募集人員及び検査項目等

学　校　名 （大）
学科名

募集人員
（％程度）

検査項目等の比率 文化・スポー
ツ活動の取
組・成果等を
重視した選抜

調査書
等 作文 小論文 面接 集団

討論
実技
テスト

プレゼ
ンテー
ション

川 之 江 普通 30％程度 5 2 3 ○

三 島
普通 27％程度 6 2 2 ○

商業 40％程度 6 2 2 ○

土 居 普通 30％程度 4 3 3

新 居 浜 東
普通 30％程度 4 3 3 ○

体育 50％程度 5 3 2

新 居 浜 西 普通 15％程度 5 3 2

新 居 浜 南 総合 50％程度 5 2 3 ○

新 居 浜 工 業 工業 40％程度 6 2 2 ○

新 居 浜 商 業 商業 40％程度 6 2 2 ○

西 条

普通 20％程度 5 3 2 ○

国際文理 30％程度 4 4 2 ○

商業 40％程度 5 5 ○

西 条 農 業 農業 50％程度 6 2 2 ○

小 松
普通 25％程度 6 2 2 ○

家庭 50％程度 6 2 2 ○

東 予 工業 50％程度 4 3 3 ○

丹 原
普通 15％程度 4 3 3 ○

農業 30％程度 4 3 3 ○

今 治 西
本 校 普通 13％程度 4 3 3 ○

伯 方 普通 30％程度 6 2 2

今 治 南
普通 30％程度 4 3 3 ○

農業 50％程度 5 2 3 ○

今 治 北
本 校

普通 20％程度 6 2 2 ○
商業 35％程度 6 2 2 ○

大 三 島 普通 15％程度 6 2 2 ○

今 治 工 業 工業 50％程度 4 3 3 ○

弓 削 普通 30％程度 4 3 3

北 条 総合 50％程度 3 3 4 ○

松 山 東 普通 13％程度 6 2 2

松 山 南
本 校

普通 10％程度 6 2 2

理数 15％程度 6 2 2

砥 部 工業 50％程度 4 2 4

松 山 北
本 校 普通 20％程度 6 2 2 ○

中 島 普通 30％程度 5 2 3

松 山 中 央 普通 15％程度 6 2 2 ○

松 山 工 業 工業 40％程度 5 2 3 ○

松 山 商 業 商業 40％程度 4 3 3 ○

東 温
普通 30％程度 5 2 3 ○

商業 50％程度 5 2 3 ○
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学　校　名 （大）
学科名

募集人員
（％程度）

検査項目等の比率 文化・スポー
ツ活動の取
組・成果等を
重視した選抜

調査書
等 作文 小論文 面接 集団

討論
実技
テスト

プレゼ
ンテー
ション

上 浮 穴
普通 30％程度 5 2 3

農業 30％程度 5 2 3

伊 予 農 業 農業 40％程度 5 2 3 ○

伊 予 普通 25％程度 6 2 2 ○

大 洲
普通 15％程度 6 2 2 ○

商業 30％程度 6 2 2 ○

大 洲 農 業 農業 40％程度 4 3 3

長 浜 普通 30％程度 6 2 2 ○

内 子
本 校 普通 20％程度 6 2 2 ○

小 田 普通 30％程度 4 3 3

八 幡 浜
普通 20％程度 5 3 2 ○

商業 40％程度 5 3 2 ○

八 幡 浜 工 業 工業 40％程度 5 2 3 ○

川 之 石 総合 30％程度 4 3 3 ○

三 崎 その他
普通 30％程度 4 3 3

宇 和
普通 30％程度 4 3 3 ○

農業 50％程度 4 2 4 ○

野 村
普通 30％程度 4 3 3 ○

農業 50％程度 4 3 3 ○

宇 和 島 東
理・普 20％程度 5 3 2

商業 40％程度 5 3 2 ○

宇 和 島 水 産 水産 50％程度 4 3 3

吉 田
普通 20％程度 5 2 3 ○
工業 40％程度 5 2 3 ○

北 宇 和
普通 30％程度 4 3 3 ○

農業 40％程度 4 3 3 ○

南 宇 和
普通 10％程度 5 3 2

農業 25％程度 4 3 3

※１　三崎の「その他普通」とは、社会共創科のことを指す。
※２　宇和島東の「理・普」とは、理数科と普通科のくくり募集のことを指す。
※３　文化・スポーツ活動の取組・成果等を重視した選抜においては、検査項目等の比率が異なる場合がある。
※４�　各高等学校が実施する検査項目のそれぞれの内容及び文化・スポーツ活動の取組・成果等を重視した選抜に
おける検査項目等の比率については、「令和７年度県立高等学校入学者選抜特色入学者選抜各校の出願資格及び�
検査項目等について」（高校教育課のホームページに掲載　https://ehime-c.esnet.ed.jp/koukou/nyuusi/r07nyuusi/
tokusyoku/r07tokusyoku.pdf）のとおりである。
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